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自立とは、依存先を増やすこと               代表理事 渡 邉 一 馬  

題字 谷川俊太郎さん 

  この1月、宮城県内で活動している中間支援組織

「地星社」が企画する協働セミナーで、久しぶりに

タイトルの言葉に出会いました。この言葉は、研究

者で小児科医でもある東京大学の熊谷晋一郎さん

が、自身の実体験を元に語ったものです。 

  熊谷さんは生後まもなく脳性麻痺となり、手足が

不自由となりました。学生時代に親元を離れ、下宿

しているときに友人たちが介助してくれたこと、外

出時に見ず知らずの人がサポートしてくれたこと

で、社会は存外優しい場所であると気がついたそう

です。 

  私自身も昨年末、イベント中に急に体調不良とな

り、なんとか一人で乗り切ろうとして余計に体調不

良が酷くなる悪循環に陥りました。現場に居合わせ

た他の運営者が私の異変に気づき、臨機応変に役割

を代わってもらい、イベント自体は無事終了。その

後も体調不良が続いたのですが、おかげさまで家族

や仲間に支えてもらい、回復しています。 

  自立とは一人で何とかすることと思いがち。しか

し、日頃から依存先を増やし、事ある毎に支えても

らうことが自立である。そして、自分も誰かの依存

先として生きていく。加藤哲夫さんも「自立とは相

互に依存していること」と語っていたのを思い出し

ました。 

  地域社会の中で市民同士が依存できるよう、お互

いがつながれる「手がかり」をつくっていきます。

遅ればせながら、本年もどうぞよろしくお願い申し

上げます。 

  

 

せんだい・みやぎソーシャルハブ 2月情報交換会のお知らせ  

  社会課題の共有を図り解決に向けて活動してい

る「せんだい・みやぎソーシャルハブ」は、専門

的な知識やスキルを活かして社会貢献を行うプロ

ボノに興味のある方と団体をつなぐ活動にも取り

組んでいます。 

  2月の情報交換会では、プロボノに詳しいゲスト

を招きます。プロボノをやりたい方、受け入れた

い方、どなたでも参加できますので、関心のある

方はぜひご参加ください。 

2月情報交換会「社会課題の現場へ一歩踏み出そう」 

日  時：2月16日（木）19:00-20:30 

会  場：①仙台市市民活動サポートセンター 

          6階セミナーホール 

     ②オンライン（Zoom） 

参加費：無料 

ゲスト：認定NPO法人サービスグラント 

        太田さん 

申し込みは専用フォームから   →       



  サントリーグループが取り組む東日本大震災復興

支援「サントリー東北サンさんプロジェクト」の一

環である「みらいチャレンジプログラム」の報告会

が１月14日、仙台市青葉区の複合施設「CROSS B 

PLUS（クロスビープラス）」とオンラインで行われ

ました。 

  「みらいチャレンジプログラム」は、岩手・宮

城・福島で地方創生や地元活性化を目指す個人や団

体の活動を助成により支援するもので、震災から10

年の節目を迎えた2021年からスタート。2024年まで

に計3期実施する予定で、これまでに3県合わせ計74

の個人・団体が助成先に採択されました。今回は第1

期・第2期の報告会で、当センターは宮城の共催団体

として関わりました（報告会は各県で開催）。 

 

 

 

報告会では、子どものミュージカル活動や非常食

づくりの体験活動、環境保全と経済循環を両立させ

る持続可能なまちづくりなどに取り組む6つの個人・

団体が映像を交えながら成果発表を行い、会場では

参加者との活発なやり取りが交わされました。ま

た、ブース出展の形式で活動を報告した助成先も9団

体あり、報告会終了後は各団体の担当者から詳しく

説明を聞いたり成果物を手に取ったりしながら参加

者同士が交流を深めました。 

  「みらいチャレンジプログラム」第3期の募集期間

は、2月1日～5月8日です。プログラムの詳細は特設

サイトをご参照ください（「みらいチャレンジプロ

グラム」で検索）。   
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仙台/多賀城サポセン 図書資料をぜひご活用ください 

  仙台市市民活動サポートセンター（サポセン）と多賀城市市民活動サ

ポートセンター（たがさぽ）では、社会課題を知ることができたり市民活

動の参考になったりするような図書の閲覧・貸し出しを行っています。 

 一般的な図書館と異なるのは、まちづくり、医療・福祉、環境、子ど

も、人権、文化・芸術など、NPO法に定められた20の分野に関連した図書に

特化していること。両センターともそれぞれのブログ内でスタッフによる

ブックレビューを掲載しており、注目点やどんな人におすすめしたいかな

ど内容を噛み砕いて分かりやすく紹介しています。また、市民活動の報告

書も閲覧でき、図書と併せ活動のヒントとなる情報も得られます。 

 図書は登録をすれば1回2冊まで2週間無料で借りることができます。登録

や貸し出しの流れなどについては、各窓口にお声がけください。  

  ▲ 成果発表の様子。会場には約60人が参加しました。  

  

ど
の
ブ
ー
ス
も
写
真
や
絵
を
用
い
て
工
夫
を  

    

◀ 
凝
ら
し
た
パ
ネ
ル
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。  

 ▲たがさぽ１階「情報サロン」内 

   にある「たがさぽ文庫」。  
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